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まちかどトピックス

ま
ち
か
ど
ト
ピ
ッ
ク
ス

地
域
の
催
し
や
明
る
い
話
題
な
ど
が

ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
気
軽
に
広
報
係

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

☎
43
・
５
０
０
３（
情
報
課
）

▲カヌーを海に浮かべて、持田さん（左）から指導を受け
る参加者。パドルの持ち方など基本技術から学びました
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防
犯
灯
点
検
と
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
啓
発

広報 

　海洋スポーツに親しんでもらおうと、日本財団とＢ＆Ｇ財団

の助成を受け８月29日、マリンスポーツフェスティバルをＢ＆

Ｇ艇庫で行いました。

　カヌー教室では、元オリンピック出場選手の持田雅誠さんが

指導。参加者はカヌーの乗り方やひっくり返りそうになったとき

に戻る技術「バックロール」を練習しました。そのほか、ヨット体

験やタイムレースなども行われ、真剣な表情も見られました。

台
風
９
号
被
災
地
を
支
援

　
　
　

阿
万
吹
上
浜

『
人
間
失
格
』映
画
ロ
ケ
が
行
わ
れ
ま
し
た
！

絵
本
作
家「
梅
田
俊
作
・
佳
子
先
生
」

飛
び
出
す
絵
本
、世
界
で
１
つ
だ
け
の
絵
本
づ
く
り

▲映画の１シーンで使われた椅子 社
協
が
佐
用
町
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
派
遣

　

９
月
26
日
〜
10
月
６
日
の
11

日
間
、新
潟
県
で
開
催
さ
れ
て

い
る「
ト
キ
め
き
新
潟
国
体
」

に
、市
内
在
住
・
出
身
者
６
人
が

出
場
。開
催
前
の
９
月
７
日
、壮

行
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

◆
水
泳（
競
泳
）自
由
形
50
ｍ
選
手

中
尾
玲
華
さ
ん（
三
原
中
）

◆
ボ
ー
ト
競
技
ダ
ブ
ル
ス
カ
ル
監
督

山
崎
元
和
さ
ん（
柳
学
園
中
教
員
）

◆
ボ
ー
ト
競
技
舵
手
付
き
ク
ォ
ド
ル
プ
ル
監
督

北
野
上
能
丈
さ
ん（
三
洋
電
機
㈱
）

◆
ウ
エ
イ
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
85
㎏
級

三
原
真
吾
さ
ん
（
淡
路
高
）

◆
軟
式
野
球
競
技

蔭
山
将
和
さ
ん
（
三
洋
電
機
㈱
）

◆
相
撲
競
技

池
尻　

実
さ
ん
（
柳
学
園
高
）

お
め
で
と
う

　

９
月
５
日
〜
８
日
に
開
催
さ
れ

た
、「
全
国
健
康
福
祉
祭
北
海
道
・

札
幌
大
会（
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
）」

に
、兵
庫
県
代
表
と
し
て
、次
の
７

人
が
出
場
し
ま
し
た
。

◆
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー

喜
田　

哲
次
さ
ん（
６
位
入
賞
）

◆
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

伊
達
利
夫
さ
ん
・
野
上　

肇
さ
ん

梅
本
文
男
さ
ん
・
家
田　

廣
さ
ん

鯉
森　

昭
さ
ん
・
山
本
裕
之
さ
ん

（
緑
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
協
会
）

　

花
づ
く
り
を
通
し
て
道
路
環

境
美
化
に
努
め
て
き
た
と
し

て
、
淡
路
県
民
局
か
ら
８
月
27

日
、
南
淡
花
づ
く
り
交
流
会
東

町
（
藤
本
花
恵
代
表
）
に
、
感

謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

ト
キ
め
き
新
潟
国
体
へ
出
場

日
、「
絵
本
作
家
（
梅
田
俊
作
・
佳

子
先
生
）
に
よ
る
手
作
り
絵
本
教

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
へ
出
場

兵
電
工
淡
路
支
部 

南
あ
わ
じ
地
区

▲「いい作品ができたね～」と梅田
俊作さんから褒めてもらう子ども

かがり火コンサート慶野松原に賑わいを
　慶野松原が賑わい、より多くの人に来てもらおうと、「第１回

かがり火コンサート」が９月 12日の夜、アイランドホテルで行

われました。このコンサートは、慶野松原周辺の宿泊・飲食施設

が有志で企画。ジャズや沖縄音楽、吹奏楽など、島内外で活躍し

ているグループに無償で出演を依頼し、イベントを行いました。

　観客は、「懐かしい音楽もありますね。楽しんでますよ」と、うっ

とりと音楽に聞き入っていました。
▲チチ＆ティダの沖縄音楽。「涙そうそう」などを歌い、観
客はその歌声に酔いしれました

　

こ
れ
を

受
け
、
南

あ
わ
じ
市

社
会
福
祉

協
議
会
が

８
月
21
日

〜
22
日
、

　

台
風
９
号
に
よ
る
豪
雨
で
甚
大

な
被
害
を
受
け
た
宍
粟
市
・
朝
来

市
・
佐
用
町
で
は
、
災
害
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
（
現
在
：
復
興
支

援
セ
ン
タ
ー
）
が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
バ
ス
を
運
行
し
、
学

生
や
社
会
人
な
ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

27
人
が
佐
用
町
で
活
動
し
ま
し
た
。

　

活
動
現
場
で
は
、
30
℃
を
超
え

る
暑
さ
の
中
、
床
下
の
泥
か
き
や

土
砂
の
除
去
、
家
財
道
具
の
移
動

な
ど
被
災
者
の
生
活
再
建
に
向
け

て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
作
業
に
汗
を
流

し
ま
し
た
。

　

社
協
担
当
者
は
「
呼
び
か
け
に

応
じ
て
く
だ
さ
っ
た
方
々
の
力
が

大
き
か
っ
た
。
佐
用
町
で
の
教
訓

▲中学校周辺の通学路にある防犯
灯の点検・清掃を行いました

▲屋内に流入した泥をかき出す作業。水を含
んだ粘り気のある土で作業は難航しました

▲積み重ねられた土のう袋

を
活
か
し
、
災
害
に
負
け
な
い
南

あ
わ
じ
市
を
め
ざ
し
て
、
地
域
の

協
力
者
を
増
や
し
て
い
き
た
い
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

８
月
20
日
、来
春
公
開
予
定
の
映

画
、太
宰
治
原
作『
人
間
失
格
』の
撮
影

が
阿
万
吹
上
浜
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

主
演
俳
優
の
生
田
斗
真
さ
ん
や
女

優
の
三
田
佳
子
さ
ん
、約
50
人
の
製
作

ス
タ
ッ
フ
の
方
々
が
南
あ
わ
じ
市
を

▲壮行会に出席した選手から、「ベス
トを出せるように頑張る」と意気込み
が語られました

▲８月26日に壮行会が行われ、市長よ
り激励が、選手から抱負が語られました

室
」
が
南
淡
図
書
館

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
教
室
に
参
加

し
た
の
は
、
10
家
族

で
30
人
。
梅
田
夫
妻

が
子
ど
も
の
感
性
を

褒
め
な
が
ら
笑
顔
で

指
導
に
当
た
っ
て
い

ま
し
た
。

　

飛
び
出
す
絵
本
で

「
人
の
顔
」

を
作
っ
た

参
加
者

は
、「
飛

び
出
す
口

を
作
る
の

が
難
し

か
っ
た
」

と
話
し
、

▲絵本の一部▲台本を持った荒戸源次郎監督（右）と撮影スタッフ

訪
れ
、屋
外
で
の
撮
影
は
最
終
日
と
い

う
こ
の
日
、約
３
時
間
を
か
け
て
行
わ

れ
た
撮
影
が
無
事
終
了
し
ま
し
た
。

　

主
人
公
が
療
養
し
て
い
た
お
屋

敷
近
く
の
海
辺
で
の
１
シ
ー
ン
。

様
々
な
角
度
か
ら
撮
影
が
行
わ
れ
、

出
演
者
の
熱
演
に
、荒
戸
源
次
郎
監

督
か
ら「
Ｏ
Ｋ
」の
声
が
飛
ん
で
い
ま

し
た
。

　

ま
た
、「
き
れ
い
な
初
夏
の
海
辺
の

風
景
を
撮
り
た
か
っ
た
」と
監
督
が

吹
上
浜
を
選
ん
だ
理
由
を
話
し
て

く
れ
ま
し
た
。

　

兵
庫
県
電
気
工
事
工
業
組
合
淡

路
支
部
に
所
属
す
る
南
あ
わ
じ
地

区
48
店
舗
の
電
気
工
事
業
者
の
皆

さ
ん
が
８
月
26
日
、
三
原
中
学
校

周
辺
の
防
犯
灯
の
点
検
・
清
掃
と

「
住
宅
用
火
災
警
報
器
」
の
設
置

啓
発
を
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
・

パ
ル
テ
ィ
内
で
行
い
ま
し
た
。
同

　

世
界
に
１
つ
だ
け
の
絵
本
作
り

を
体
験
し
て
も
ら
お
う
と
８
月
23

紙
の
一
部
を
切
り
取
っ
て
、
後
ろ

か
ら
紙
を
張
り
付
け
る
作
業
に
苦

戦
し
て
い
ま
し
た
。

　

作
品
は
、
約
２
時
間

で
完
成
し
、
個
性
的
な

作
品
が
並
び
ま
し
た
。

▲作品のアドバイスをもらっています

南
淡
花
づ
く
り
交
流

会
東
町
に
感
謝
状

い
ま
す
。

　

今
年
は
、
防
犯
灯
点
検
の
ほ

か
、
消
防
法
改
正
に
よ
り
、
新
築

住
宅
が
平
成
18
年
６
月
か
ら
、
既

存
住
宅
が
平
成
23
年
５
月
末
ま
で

に
全
世
帯
に
設
置
義
務
化
と
な
っ

た
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
啓
発
を

実
施
。
訪
れ
た
買
い
物
客
に
ア
ン

ケ
ー
ト
記
入
し
て
も
ら
い
、
抽
選

支
部
は
、
毎

年
８
月
の
電

気
使
用
安
全

月
間
に
、
市

民
の
方
々
や

観
光
客
が
利

用
す
る
設
備

の
点
検
等
を

ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
行
っ
て

で
警
報
器

が
当
た
る

な
ど
、
設

置
義
務
化

の
説
明
や

重
要
性
を

Ｐ
Ｒ
し
ま

し
た
。

▲警報器設置の説明を受けな
がらアンケート記入する来場者

。「涙そうそう」などを歌い、観


